
 

 

 

 
 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ．調査の目的 

甲良町商工会管轄区域内の事業者が持続的に発展していくためには、地域の経済動向を

的確に把握し事業者にフィードバックしていくことが重要であることから、本調査は町内

の人口動態、業種ごとの経済動向を示すことにより、小規模事業者が販路開拓、商品開発等

に関する経営状況分析、事業計画書策定を行うえでの基礎資料として活用してもらうこと

を目的に実施した。 

 

Ⅱ．甲良町の地域経済動向 

１．人口動態 

（１）人口の推移 

甲良町の 2015 年の総人口は総務省統計局が 2016 年 10 月 26 日に公表した国勢調査結果

によると 7,039 人。5 年前と比べると▲6.1％の減少。また、国立社会保障・人口問題研究

所が 2010 年までの国勢調査に基づくトレンドから予測した 2015 年人口よりも 78人(1.1%)

多く、予測よりわずかに上振れしている。 

だが、上記研究所のもっとも新しい「将来推計人口(2018 年 3 月推計)」によると、今後

2015 年から 2045 年までには▲42.8％減少し、約 4,000 人となる見込み。このとき 2045 年

の平均年齢は、2015 年の 47.8 歳から 6.4 歳上昇し、54.2 歳となる。 

なお、「平成 25年～29 年 人口動態保健所・市町村別統計」(厚生労働省)によると、甲良

町の 2013 年～2017 年における赤ちゃんの出生数は、年平均で 48 人。人口千人当たりでは

6.9 人（全国平均 7.9 人）となり、全国の 1,741 市区町村中 774 番目。同期間の 1人の女性

が生涯に産む平均子供数を推計した合計特殊出生率では 1.53 で 783 番目。 

ちなみに、婚姻件数及び離婚件数は、それぞれ人口千人当たり 4.1 件(全国平均 5.1 件)、

1.74 件(全国平均 1.77 件)となっている。 

また、2018 年 4 月 17 日に厚生労働省が公表している最新の「平成 27 年市区町村別生命

表」によれば、2015 年の甲良町の平均寿命（0歳児の平均余命）は、男性が全国平均よりも

0.7 歳長い 81.5 歳、女性も全国平均より 0.3 歳長く、87.3 歳となっている。 

 

図表 2 は、甲良町の住民基本台帳に基づく 2010 年から 2021 年までの 1 月 1 日時点にお

ける人口の推移を表している。またこの数値には外国人が含まれていない。2021 年 1 月 1

日時点の人口は 6,710 人。前年からマイナス 1.8%、125 人の減少。また 10年前の 2011 年か

らはマイナス 13.8%(年率換算ﾏｲﾅｽ 1.5%)と、1,076 人の減少。 



出典：GD Freak! (国勢調査資料加工) 

出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

 

 

 

 

 

 

表２：甲良町の人口推移（住民基本台帳ベース） 

表 1：甲良町の人口推移 



出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

（２－１）高齢化率の推移（実績と予測） 

 甲良町の 2015 年の総人口にしめる 65 歳以上の割合（高齢化率）は 29.8％。全国平均

（26.6％）よりも 3.2 ポイント高い。今後、高齢化率は 2045 年までに 13.7 ポイント上昇

し、43.5％に達し、おおよそ 10 人に 4人が高齢者になると見込まれる。 

 

 

（２－２）年代別人口割合 

図表３：甲良町と滋賀県の高齢化率の推移 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

  甲良町真の総人口(外国人を含まない)に占める年代別人口割合について、2015 年と

2040 年の推計値で比較すると、総人口は 70.4％から 44.9％に、生産年齢人口は 40.1％か

ら 21.8％に、年少人口は 9.3％から 4.6％に減少する一方、老年人口は 20.9％から 18.5％

のほぼ横ばいで推移すると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４：甲良町の年代別人口推移 

※生産年齢人口･･･年令別人口のうち労働力の中核をなす 15 歳以上 65 歳未満の人口層 



出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

（２－３）甲良町内の人口構成 

この図表は、甲良町の住民基本台帳に基づく 2021 年 1月 1 日時点の総人口の男女年齢別

構成を表している。なおこの数値は総人口であり、外国人住民が含まれている。2021 年 1月

1 日における甲良町の総人口は 6,788 人（外国人を含む）で、男性が 3,291 人、女性が 3,497

人であり、そのうち 65歳以上の高齢者は 32.5％をしめ、人口の 3.1 人に 1人が 65歳以上、

6.1 人に 1人が 75歳以上で、高齢者(65 歳以上)と生産年齢人口(15～64 歳)の比率は、1対

1.7 となっている。つまり、生産年齢層となる働き盛り世代の 1.7 人がひとりの高齢者を支

える社会となっている。ちなみに全国平均では 2.1 人にひとりの割合。 

また、出産や子育ての中心となる若い女性に着目すると、20 歳～39 歳の人口は、630 人

で、総人口の 9.1％で、全国平均（10.5％)より低い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５：甲良町の人口構成ピラミッド 



出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

（２－４）甲良町の世帯数とその構成  

この図表は、国勢調査に基づいた甲良町の 2015 年における一般世帯総数とその内訳であ

る単独世帯や高齢世帯などの割合を示しており、当年の一般世帯総数は 2,307 世帯で、その

内訳は、単身世帯が 18.0%、二人以上の世帯が残り 82.0%、また高齢単身世帯(65 歳以上の

単身世帯）と高齢夫婦世帯（夫 65 歳以上で妻 60歳以上の夫婦一組の世帯）を合わせた割合

は 23.3%となっている。高齢者のみの一般世帯の割合は全国平均(22.5%)に比べ 0.8%ポイン

トだけ高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表６：甲良町の世帯数と構成 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

（３－１）人口増減の推移 

 甲良町は、1985 年以降 2005 年には一時総人口は上昇したが、総人口とともに生産年齢人

口もマイナスであり下がり続けている。また、2040 年以降の予想値では生産年齢人口が大

きく落ち込むことが予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表７：甲良町の人口増減 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

（３－２）転出転入動向 

 甲良町の転出入動向をみると、1995 年以降一度も転入が転出を上回ったことはない。転

入者は 1995 年の 215 人が最も多く 2019 年では 141 人となりっている。また、転出者を見

ると 2005 年が 297人で転出者の最高値であり、2019 年は 158 人であった。今後も転入者が

転出者を上回ることはないと予想される。 

 

（３－３）出生数 

 甲良町の出生数は 1995 年の 242 人が最高で振れ幅はあるものの年々減少をたどり、2019

年では 36 人と、最も多かった 1995 年比で▲206 人,割合にして 14.8％まで減少しており、

出生率の低下が目立っている。 

 

 

 

 

 

 

図表８：甲良町の出生数・死亡数／転入数・転出数 



 

２．経済動向 

（１－１）地域経済循環状況 

下記の図表は、「生産（付加価値額）」「分配（所得）」「支出」の三段階を表すもので、地

域経済の全体像と各段階におけるお金の流出・流入の状況を把握する図である。 

「地域経済循環率」とは、生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済

の自立度を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。） 

「生産」は地域が生産した商品やサービス等を販売して得た金額から、原材料費や外注費と

いった中間投入額を差し引いた付加価値額を第 1～3次産業別に把握する。 

「雇用者所得」とは、主に労働者が労働の対価として得る賃金や給料等をいう。 

「その他所得」は、財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助金等、雇用者所得以

外の所得により構成される。 

「その他支出」は、政府支出、地域内産業の移輸出入収支額等により構成される。 

「支出流出入率」とは、地域内に支出された金額に対する地域外から流入・地域外に流出し

た金額の割合で、プラスの値は地域外からの流入、マイナスの値は地域外への流出を示す。 

 

甲良町の地域経済循環率は 61.6%と、滋賀県全体の 100.1％を下回る。地域内企業の経済

活動を通じて生産された付加価値額の雇用者所得・その他所得へ分配を見ると町内での分

配率が約 63%、町外流入分約 37%である。また、支出流出入率は民間消費マイナス 13.7％、

民間投資マイナス 44.9％となっており、地域住民の消費等の地域外への流出を抑えること

が地域経済自立のカギと言える。 

 
図表１：甲良町の地域経済循環図（2015 年）単位：億円 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

出典：「ＲＥＳＡＳ」 

出典：「ＲＥＳＡＳ」より加工 

 

 

 

 

 

付加価値額（一人当たり） 第１次産業 第２次産業 第３次産業 

甲良町 205 万円  449 万円  733 万円 

滋賀県全体 221 万円  1,211 万円 817 万円 

 

所得（一人当たり） 雇用者所得 その他所得 

甲良町 205 万円 205 万円 

滋賀県全体 239 万円 185 万円 

 

支出流出入率 民間消費 民間投資 その他支出 

甲良町 -13.6％ -44.3％ -78.8％ 

図表２：滋賀県の地域経済循環図（2015 年）単位：億円 

図表３：甲良町と滋賀県全体の産業別経済循環と生産状況比較（2015 年） 



出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

滋賀県全体 -11.5％ -0.6％ 33.4％ 

 

（１－２）就業者数とその産業構成  

 この図表は、甲良町の 2015 年における就業者数とその人たちがどのような産業分野で働

いているかを国勢調査に基づいて示しており、この図から甲良町の産業構造の特徴を読み

取ることができる。 

当年の全就業者数は 3,285 人で、その内訳は農林水の第一次産業が 4.4%(全国:4%)、建設

業と鉱工業からなる第二次産業が 40.6%(全国:25%)、残り 55.0%(全国:71%)が第三次産業と

なっており、全国の産業構成と比べると、第二次産業の割合が高いことが特徴といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４：甲良町の就業者数とその産業構成（2015 年） 



出典：GD Freak! (国勢調査・住民基本台帳資料加工) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５：滋賀県の就業者数とその産業構成（2015 年） 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

 

 

（１－３）甲良町の産業 

甲良町の 2016 年における企業数は、各業態ともに滋賀県および全国平均と概ね合致する

割合を占めているものの、建設業が全国平均 11.2%であるのに対し甲良町の比率は、29.3％

と全国比率の 3倍近くを占めており、建設業者数が多いことが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表６：甲良町の企業数割合（2016 年） 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

 

 

（１－４）甲良町の建設業  

甲良町内で最も企業数の多い建設業の建設業種割合は、総合工事業（57.5％）、職別工

事業（30.1％）、設備工事業（12.3％）で、全国平均や滋賀県平均と比較すると総合建設

業（一般土木業）が6割近くを占め突出ているのが特徴的である。 

 

図表７：甲良町の製造業内訳（2016年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



出典：GD Freak! (国土交通省 建築物着工統計資料加工) 

出典：GD Freak! (国土交通省 建築物着工統計資料加工) 

 

 

（１－５）甲良町の建築着工の動向 

2019 年における甲良町の全建築物の工事費予定額の合計は前年比 37.6%増の 7.3 億円。

前年より増加となったのは 2年ぶり。 

 また、2019 年における甲良町の全建築物の工事費予定額は、鉄骨造が 52.2％を占め、一

方のその他が残りの 47.8%を占めている。 

 

 

 

図表８：全建築物の工事費予定額合計の推移 

図表９：全建築物の工事費予定額の内訳 



出典：GD Freak! 経済産業省 工業統計(市区町村編)加工 

 

（２－１）甲良町の製造業 

2019 年における甲良町の製造業の事業所数は前年と同じ 22事業所となっている。 

 

 

 

 

(参考表) 甲良町の製造業の事業所数の推移 

年  次 事業所数 前年増加率 [%] 

2010 年 28 - 

2011 年 33 17.86 

2012 年 28 -15.15 

2013 年 27 -3.57 

2014 年 26 -3.70 

2015 年 23 -11.54 

2016 年 25 8.70 

2017 年 23 -8.00 

2018 年 22 -4.35 

2019 年 22 0.00 

 上の図表 8の作成に用いた工業統計地域別統計表による甲良町の従業者数 4 人以上の事業

所数（製造業）と増加率の推移数値。 

図表１０：甲良町の事業所数の推移 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

出典：GD Freak! 経済産業省 工業統計(市区町村編)加工 

 

 

 

 

（２－２）製造業における従業者 

2019 年における甲良町の製造業の従業者数は前年比 2.8%減の 1,431 人。前年より減少と

なったのは 3年ぶり。 

 

図表１１：甲良町の製造業の割合（2016 年） 

図表１２：甲良町の従業者数の推移 



出典：GD Freak! 経済産業省 商業統計資料 加工 

 

３．甲良町の商業 

 （１－１）商業の年間商品販売額の推移 

2014 年の商業の年間商品販売額は 38.6 億円。1994 年以降の調査の中で最も大きい 1997

年に比べると 85.1%の水準まで減少。しかしながら 7 年前の 2007 年の調査に比べるとプラ

ス 35.5%、10.1 億円の増加。 

なお、注意すべき点として 2014 年の数値は「平成 26 年経済センサス活動調査」の結果に

基づいており、「商業統計」に比べて調査対象の捕捉率が若干低いため、更に上振れしてい

る可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１：甲良町の商業の年間商品販売額の推移 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

 

（１－２）商業の事業所数の推移 

 2002 年における甲良町の商業の事業所数は 52 事業所。1994 年以降の調査の中で最も多

い1994年に比べると60.5%の水準まで減少。3年前の1999年調査に比べるとマイナス26.8%、

19 事業所の減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２：甲良町の商業の事業所数の推移 



出典：GD Freak! 経済産業省 商業統計資料 加工 

 

（１－３）商業の従業者数の推移 

2014 年における甲良町の商業の従業者数は 223 人。1994 年以降の調査の中で最も多い

2002 年に比べると 67.2%の水準まで減少。また、7 年前の 2007 年調査に比べるとマイナス

28.8%、90 人の減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２：甲良町の商業の従業者数の推移 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

 

（１－４）卸・小売業の事業所数の推移 

・卸売業 

2016 年の卸売業の事業所数は 10 店舗。1994 年以降の調査の中で最も多い 1999 年、

2012 年の 12 件に比べると 83％の水準まで減少。 

 ・小売業 

   2016 年の小売業の事業所数は 45件店舗。1994 年以降の調査の中で最も多い 1999 年

の 87 店舗に比べると 52％の水準まで減少。また 2007 年に比べてもマイナス 31％、27

店舗の減少。 

 

 

 
 

 

 

 

図表３：甲良町卸・小売業の事業所数の推移 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

【注記】 

営業利益ベースの数値に基づき算出。 

 

（１－５）甲良町の黒字赤字企業比率 

  2016 年の黒字赤字企業比率は県平均・全国平均および全国平均を上回っており、黒字

企業比率順位は県内 1位、全国 1735 自治体中 29位でる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４：甲良町の黒字赤字企業比率 



出典：「ＲＥＳＡＳ」 

 

４．創業比率 

 創業比率は、2009 年から 2012 年にかけて 0.95％と県平均および国平均の 1.84％を下回

り、以降 2012 年から 2014 年では 4.15％（県平均 6.13％、国平均 6.33%）、2014 年から 2016

年は 1.97%（県平均 5.05％、国平均 5.04%）であり、県と国の創業比率は拮抗しているのに

対して、甲良町の数値差は広がっている。 

 

 

 

 

図表１：甲良町の創業比率 



５．滋賀県の新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える影響 

（１－１）移動人口の動向 

このグラフは、スマートフォンの特定のアプリケーションからユーザの同意の上取得し

た GPS データの昼夜間人口をベースに人口統計化したデータで、滋賀県の代表観測地点の

滞在人口の動向について、2019 年同週比を表している。 

 2020 年の 5月第 1週にはコロナ前の 2019 年の同月同週に比べマイナス 62%となり以降ほ

ぼ前年値水準以下となっている。 

 

図表：1 滋賀県の移動人口の動向 

 

 

 

 

 

 

出典:「V-RESAS」  



 

 

（１－２）求人情報 

「フロッグ」が保有する分析用求人ビッグデータ提供サービスより Web 上の複数の求人

情報サイトから収集した求人情報数を可視化したもので、滋賀県の求人情報数を週毎に合

計して求めたものについて、2019 年同週からの変動を下記の計算式によって縦軸にパーセ

ント表記で示している。 

 2020 年第 5週に 2019 年の同週比プラス 18%となった以外は一度もプラスになっておらず

求人状況の厳しさが読み取れる。 

 

図表：２ 滋賀県の求人情報数 

 

 

 

 

出典:「V-RESAS」  



（１－３）決済データから見る消費行動 

滋賀県の JCB グループカード会員から、無作為抽出した 100 万会員のクレジ

ットカード決済データを活用し、消費指数を作成。会員住所及び利用加盟店

の業種を用いて情報を分析している。全業種における「半月頻度（締日 15 日及び末

日）の消費指数」を求め 2019 年同期比（変化率）を算出し、縦軸に示す値とする。なお、

グラフ上ではこれをパーセント表記で示す。 

 2021 年 4 月～5 月には変異株の報告が増加し、感染が急速に拡大感染が拡大しており新

規感染者数の増加に伴い、病床使用率、重症病床使用率とも急速に上昇した影響を受けて、

全てのサービス業でマイナス 16%と落ち込んだが、同年 1月には感染者が減少し全てのサー

ビス業でプラス 4%と上昇に転じている。 

 

図表：３滋賀県の決済データから見る消費動向 

 

 

 

出典:「V-RESAS 」 



（１－４）ＰＯＳで見る売上高動向 

滋賀県内のスーパー、GMS における POS レジにより集計された品目別の売上高を元に売上

高指数を作成し、情報を分析している。 

「2019 年同曜日比売上高変化率」を下記の計算式によって算出 

y =（各日売上高 ÷ 2019 年同日すなわち 2019 年同週売上高）- 1 

上記で求めたものを週次平均で算出し、縦軸に示す値とする。なお、グラフ上ではこれをパ

ーセント表記で示している。 

 2021 年 12 月第 4 週は 2019 年の同月同週比マイナス 2%と消費動向が必ずしも売上増加に

繋がっていないことが読み取れる。 

 

図表：４滋賀県のＰＯＳで見る売上高動向 

 

 

 

 

出典:「V-RESAS」  



（１－５）飲食店情報の閲覧数 

月間利用者数 4000 万人の「Retty」が保有する食のビッグデータ基盤「Food Data Platform」

より各種飲食店情報、閲覧数を可視化している。 

滋賀県における、飲食店ごとの情報を掲載したページに対する閲覧数を週毎に合計して

求めたものについて、2019 年同週からの変動を下記の計算式によって縦軸に示す y の値と

し、グラフ上ではこれをパーセント表記で示す。 

y =（当該週の PV 数 ÷ 2019 年同週の PV 数）- 1 

 2019 年 12 月初旬に、中国の武漢市で第 1例目の感染者が報告されてから, わずか数カ月

ほどの間にパンデミックと言われる世界的な流行となり、日本国内でも 2020 年 3 月下旬か

ら 5 月下旬にかけて都市部を中心に大きな流行がみられた。外出自粛要請および事業者に

対する休業要請の結果、2020 年 4 月第 5週における閲覧数は 2019 年同月同週比でマイナス

81％と非常に大きく落ち込み、同年 12月以降 1度も 2019 年比でプラスに転じた月がない。 

 

図表：５滋賀県の飲食店情報の閲覧数 

 

 
出典:「V-RESAS」 



（１－６）観光者数 

2020 年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの観光施設で閉館、休業、入場

制限等をされたこと、花火大会や祭りなどのイベントが中止になったこと、外国人の入国制

限等の措置が取られたことなどから、日帰り客数および宿泊客数を合計した観光入込客数

は、前年よりも 17,621,800 人少ない 36,414,300 人（▲32.6％）となり大幅に減少した。 

また、国の Go To トラベルや県の宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！」、市町独

自の施策等により 6 月以降回復傾向が見られたが、8 月、11 月頃から感染者が再び増加し

たこともあり、全体として前年の水準まで回復するには至らなかった。 

一方で、キャンプ場、ゴルフ場等の一部の施設では、観光入込客数が前年を上回っている

ことから、比較的３密を避けやすいアウトドア関連施設の人気が高まったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：滋賀県 

図表６－１ 滋賀県の年別観光入込客数の推移 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表６－２ 滋賀県の令和２年観光入込客数ベスト３０ 

出典：滋賀県 



まとめ 

 

〇甲良町の人口は滋賀県全体と同様に減少傾向にあるが、滋賀県の減少傾向は緩やかであ

るのに対し甲良町は今後大きく減少していくと予想される。また、転出入動向をみると、

1995 年以降一度も転入が転出を上回ったことがない。今後も転入者が転出者を上回るこ

とはないものと予想される。 

 

〇建設業が全国平均 11.2%、滋賀県平均 13.2％であるのに対して甲良町の比率は、29.3％と

全国比率の 3倍近くを占め、甲良町の基幹産業となっている。その中で、営む建設業種を

みると一般土木が 60%近くを占めており公共工事依存度が高いことが推察され、コロナ禍

による財政出動の反動による公共工事削減などに対応するための対策が必要とである。 

 

〇卸・小売業の店舗数及び従業者数が徐々に減少してしる。特に町内唯一のスーパーも閉店

したことから町外へ資金が流出しているため、商工会、行政が一体となり特に小売業の再

興取組みが必要となる。 

 

〇当商工会としては、コロナ禍で起きている経済社会の変化や人々の生活に起きた変化に

対応するため管内小規模事業者に対し積極的な販路拡大の事業計画策定支援が急務と言

える。今後、小規模事業者に対し、IT を活用した販売促進や新たな商品開発、後継者育

成を踏まえた事業計画の策定を促し、小規模事業者の業績向上を図ることで、甲良町の活

性化を促す。 

また、甲良町商工会ホームページの改修を行い、地域の小規模事業者の PR活動等を発信

して広く周知活動を行うとともに、若手経営者・後継者の育成や、創業塾などの起業支援

を積極的に行う。 

 


